
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

2010 年度の最低賃金が決定 

 全国平均 730 円に 
◆全国平均 17 円の引上げ 

厚生労働省の中央最低賃金審議会では、2010 年度

の地域別最低賃金（時間額）の引上げの目安を全国平均

で 15 円にすると答申していました（現在の 713 円か

らから 728 円へ引上げ）。 

その後、各地方最低賃金審議会による調査・審議が行

われ、９月９日までにすべての地方最低賃金審議会で答

申があり、引上げの目安は全国平均で 17 円となり、最

終的な全国加重平均額は 730 円となりました。 

答申された最低賃金額は、今後、都道府県労働局にお

いて、関係労使からの異議申出に関する手続きを経たう

えで正式に決定され、10 月から発効の予定です。 

◆「最低賃金」とは？ 

最低賃金は、使用者が労働者に支払わなければならな

い賃金額の最下限値です。 

中央最低賃金審議会が定めた目安を基に 47 都道府

県ごとに定められ、最低賃金に違反した使用者には罰金

が科せられるとされています。 

◆「全国最低 800 円」の確保はなるか？ 

政府は、2020 年までの目標として「できる限り早

期に全国最低 800 円を確保」と合意しています。今回

も大幅な引上げについて議論されましたが、使用者側は

最後まで慎重な姿勢を崩しませんでした。 

政府目標は「2020 年度までの平均で、名目３％、

実質２％を上回る経済成長」が前提となっており、中小

企業の生産性向上の取組みや、中小企業に対する支援な

どが課題となっています。 

これらの前提条件が実現せず、施策の実効性がないま

ま最低賃金のみが大幅に引き上げられれば、企業の経営

に影響し、雇用の喪失につながるとの懸念があります。

 

重くなる厚生年金の「支え手」の負担 

◆「年金扶養比率」とは？ 

日本の年金制度は、現役世代が支払った保険

料で高齢者が受給する年金を支える仕組みで

すが、現役世代の負担割合を表す数値に「年金

扶養比率」があります。 

これは、年金受給者である高齢者を何人の現

役世代で支えているかを示す数値であり、年金

財政の状況を表す指標として使われます。比率

が小さくなればなるほど、現役世代の負担が重

いことを意味します。 

2009 年度末時点の厚生年金の年金扶養比

率は、高齢者 1 人あたり「2.47」であり、2008

年度末と比べて 0.13 ポイント低下していま

す。 

◆重くなる現役世代の負担 

まとまった厚生年金をもらえる高齢者（原則

20 年以上加入）の数は、2009 年度末時点で

1,385 万人となり、2008 年度末に比べて約

62 万人増加している一方、厚生年金の加入者

は、採用抑制やリストラ、非正規社員の増加の

影響などにより約 20 万人減っています。 

今後も現役世代の負担は重くなる一方だと

考えられており、公的年金の財政見通しによれ
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ば、厚生年金の年金扶養比率は、2030 年度には高齢

者 1 人あたり「2.09」にまで低下するとのことです。

国民年金の財政状況はさらに厳しく、年金扶養比率

は 2015 年度には「約２」になる見通しです。 

◆年金財政はさらに厳しく？ 

2009 年度の厚生年金の給付費は、23 兆 7,500 億

円（前年度比約 1 兆 1,500 億円増）でした。加入者

の減少などで、保険料収入は約 22 兆 2,400 億円（前

年度比約 4,500 億円減）となりました。 

保険料収入減は、当面、厚生年金の積立金（2009

年度末時点で約 120 兆円）で賄える計算ですが、こ

れにも限界があり、加入者の減少がさらに進めば、負

担と給付の見直しが必要となります。 

今後も高齢者が増え続けて給付が膨らんでいけば、

年金の「支え手」である現役世代の負担はさらに増し

ていくことになります。また、加入者の減少が進めば、

年金財政は今以上に厳しさを増すこととなります。 

年金制度の抜本的見直しも含め、長期的な対策が求

められています。 
 

厳しさが続く就職活動は「苦」？「楽」？ 

◆就職活動を漢字１文字で表すと？ 

株式会社毎日コミュニケーションズでは、卒業

予定の学生を対象とした「マイコミ学生就職モニ

ター調査」の一環として行っている「あなたの就

職活動を漢字１文字で表すと？」の 2010 年調

査の結果を発表しました。この調査は 2000 年

（2001 年卒業予定者対象）から毎年実施されて

おり、今年で 11 回目となっています。 

◆「苦」が２年連続で１位 

上記の質問について、１位から 10 位までの結

果は以下の通りとなっています。 

・１位「苦」（前年１位） 

・２位「楽」（前年３位） 

・３位「迷」（前年２位） 

・４位「進」（前年ランク外） 

・４位「動」（前年６位） 

・６位「耐」（前年８位） 

・７位「難」（前年４位） 

・８位「縁」（前年５位） 

・９位「疲」（前年９位） 

・10 位「知」（前年ランク外） 

◆結果から何が見える？ 

厳しい雇用状況の影響を大きく受け、「苦」が

２年連続で１位となりましたが、「楽」が前年の

３位から２位に浮上しました。これについては、

就職活動が「楽（らく）だった」ということで

はなく、幅広い就職活動を通して多くの企業や

人に出会えたことが「楽しかった」と回答して

いる学生が目立ったそうです。 

なお、過去に一度も 10 位以内に入っていな

かった「進」が４位に入り、学生の前向きで積

極的な姿勢も見受けられます。 

◆来年の採用状況は？ 

厚生労働省の「労働経済動向調査」では、

2011 年新規学卒者の採用予定者数の前年と

の増減比較について、「増加」とする事業所の割

合が、高校卒 13％、大学卒（文科系）13％、

大学卒（理科系）14％と、いずれも前年を上回

ったとの結果が出ています。 

厳しい雇用環境であることには変わりありませ

んが、学生たちにとってはやや明るい兆しが見

えつつあるようです。 

   

            


